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序

このたび、出雲ジュンテンドー敷地造成事業に伴う高岡遺跡発掘調査

を実施しましたところ、出雲平野では発見例の少ない、平安時代と中e

近世の水田跡と考えられる遺構が検出されました。

これにより、弥生時代から今日に至るまで連綿と受け継がれてきた、

水稲耕作の一端をうかがい知る上で不可欠な資料を追加できたことは、

貴重な成果と言えます。

この成果を、出雲平野の農耕社会に関する理解や歴史学習などの一助

にしていただければ幸いです。

今後とも、地元の皆様の熱意により、後世にこの遺跡を伝え、また、

この成果が広く活用されることを期待するとともに、発掘調査及び本書

を発刊するにあたり、ご協力を賜りました株式会社ジュンテンドーをは

じめ関係者の皆様に心から御礼申し上げます。

平成12年（2000）3月

出雲市教育委員会

教育長　多　久　　博



例　　　言

1。　本書は株式会社ジュンテンドーの依頼を受けて、出雲市教育委員会が平成10年度から平成11年

度にかけて実施した出雲ジュンテンドー敷地造成事業に伴う高岡遺跡発掘調査の報告書である。

2。　発掘調査地は次のとおりである。

高岡遺跡（出雲市遺跡地図CO5）　島根県出雲市高岡町1270，1271，1272，1281，1282，

1283－1，1283－2，1284

3。　発掘調査は、平成11年1月6日に着手し、平成11年4月20日に終了した。

4。　調査組織は次のとおりである。

調査主体　　出雲市教育委員会

事務局　　　出雲市教育委員会　文化振興課

調査指導　　守岡正司（島根県教育委員会　文化財課　主事）

調査担当者　三原一将（文化振興課　副主任主事）

調査補助員　羽木伸幸、伊藤めぐみ、佐々木紀明（文化振興課　臨時職員）

5。　本書の執筆e編集は三原が行ったが、第5章と第6章では渡辺正巳（文化財調査コンサルタン

ト）、大塚泰介（島根大学汽水域研究センター）の両氏から玉稿を賜った。

6．　本書で使用した方位は真北を示す。

7。遺物の出土量を示すために用いたコンテナは，L540mmXW340mmXH150mm、ビニール袋は

L380mmXW260mmのものである。

8。報告書作成にあたっては、以下の方々から有益なご助言をいただいた。記して謝意を表してお

きたい。（敬称略）

田中義昭（元島根大学教授）、西尾克己（島根県埋蔵文化財調査センター）

9。　遺物の写真撮影は三原が行ったが、鉄製品のⅩ線写真については島根県埋蔵文化財調査センタ

ーに依頼した。

10。　発掘調査、遺物整理、報告書作成については、次の方々の協力を得た。

発掘調査　　伊藤悟郎、岩田和子、奥田広信、恩田洋平、片山　修、鎌田　悟、

田中二三、中島三恵子、中野治夫、福田雅美、宮崎　綾、米山清司

遺物実測　　村田理恵、竹田章乃

遺物整理　　小村睦子、園山美千代

編集補助　　羽木伸幸

11。　本遺跡の出土遺物、実測図、写真は出雲市教育委員会で保管している。
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第1章　位置と環境

高岡遺跡は、出雲平野北東部の微高地に位置する。出雲平野は斐伊川・神戸川の沖積作用により形

成された沖積平野であるが、高岡遺跡が占地する微高地は、斐伊川がかつて西流し日本海に注いでい

た際に形成された自然堤防と考えられ、東には稲同遺跡が隣接して存在する。

高岡遺跡の存在は、1985年に組織された「出雲平野集落遺跡研究会」などによる踏査の結果明らか

になった。同会は斐川町の荒神谷遺跡から青銅器の大量発見があったのを契機に組織され、出雲平野

で広範囲にわたる踏査を実施した結果、1987年までに出雲市高岡町付近で計7箇所で遺物散布地を発

見している。出雲市教育委員会はこの結果をもとに、1993年に『出雲市遺跡地図』を発刊するにあた

り、これらをまとめて高岡遺跡として周知している。

第1図　高岡遺跡位置因（1：100，000）

高岡遺跡の出現期については、同会が採取遺物から弥生時代後期頃から集落が営まれるようになっ

たと推測している。出雲平野に本格的に人が進出するのは、弥生時代中期頃であるが、高岡遺跡では

これまでの採取遺物から推測する限りでは、若干出現が遅れているようである。古墳時代には高岡遺

跡の北約2kmに迫る島根半島の山麓付近に大寺古墳などが築かれるが、この頃の高岡遺跡周辺の様

子は、周時代の遺構などが検出されていないため分かっていない。奈良時代の高岡遺跡周辺は、733

年に編纂された『出雲国風土記』によると、「神門郡塩冶郷」の北部に位置していたことがうかがえ

る。中世の遺跡としては、毛利元就によって尼子氏攻略の拠点として築かれた山城と考えられる鳶ケ

巣城跡が北山山地に残り、詳細は不明であるが、廻城と呼ばれる館が高岡遺跡付近に存在していたよ

うである。

1
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また、高岡遺跡から約900m東の荻抒古墓からは、中国南末の龍泉窯産である青磁の碗と皿が出土

し重要文化財に指定されている。

今回の調査地は周知の高岡遺跡から南東に600m、稲同遺跡から南に250m離れた、後背低地上の地

点であったため、これらの遺跡、特に稲同遺跡に存在していた集落の水田などに利用されていた可能

性がその位置環境からも容易に想像できる。
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第　番　調査に要る経緯

平成10年（1998）3月17日付けで、島根県知事より開発協議通知書を受けた株式会社ジュンテンドー

は、文化財保護についての指導事項に基づき、平成10年4月10日付けで埋蔵文化財試掘調査を出雲市

教育委員会に依頼した。この依頼を受け平成10年5月18日から20日にかけて出雲市教育委員会が試掘

調査を実施した結果、主に事業予定地北寄りで平安時代頃の土器片を出土する水田跡と考えられる遺

構を検出した。事業予定地北寄りは店舗建設予定地であり、そのまま計画を進める場合は広範囲にわ

たり遺跡が消滅するため、協議の結果、店舗を遺構のない事業予定地南寄りに配置し、それでもなお

遺跡の範囲に重なる箇所のみ調査を実施することとした。これにより、平成10年12月21日付けでジュ

ンテンドー側から発掘調査の依頼を受けた出雲市教育委員会は、受託事業として平成11年（1999）1

月6日から平成11年4月20日まで現地発掘調査を実施した。

なお、文化財保護法に基づく主な書類などについては、下記のとおり提出された。

平成10年12月8日「遺跡発見の届出について」㈱ジュンテンドーから出雲市教育委員会へ

平成10年12月8日「埋蔵文化財発掘の届出について」㈱ジュンテンドーから出雲市教育委員会へ

平成11年1月27日

平成11年2月26日

平成11年3月16日

平成11年4月12日

平成11年4月20日

平成11年5月6日

「埋蔵文化財発掘調査の報告について」出雲市教育委員会から島根県教育委員会へ

「高岡遺跡1区発掘調査概報の提出について」出雲市教育委員会から島根県教育委員会へ

「高岡遺跡2区発掘調査概報の提出について」出雲市教育委員会から島根県教育委員会へ

「埋蔵文化財発掘調査の報告について」出雲市教育委員会から島根県教育委員会へ

「高岡遺跡3区発掘調査概報の提出について」出雲市教育委員会から島根県教育委員会へ

「埋蔵文化財保管証の提出について」出雲市教育委員会から島根県教育委員会へ
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第3章　調査の概要

出雲ジュンテンドー敷地造成事業においては、出雲ジュンテンドー店舗、市道川跡165号線、ファ

ミリーストアいしかわ店舗建設予定地のうち、事業予定地北寄りの遺跡に重なる部分が発掘調査の対

象となった。出雲ジュンテンドー店舗新設予定地を1区（49r迂）、市道川跡165号線改良予定地を2区

（357Iが）、ファミリーストアいしかわ新設予定地を3区（429r迂）とし、事業の工程と歩調を合わすた

め、1区から順に調査を着手・完了していくこととした。いずれの調査区も試掘調査のデータをもと

に、遺跡に影響のない深さまでは重機により掘削し、それ以降は手掘りで調査を進めた。

1区は出雲ジュンテンドー店舗新設予定地の北東角を遺跡がかすめているため、平面形が直角三角

形の調査区となった。基準杭の設置については、まず、西角にAlを設定し、東に5mピッチでA4

まで設定した。次に、それぞれのAラインの杭から南に2m、3m、4mの地点にB2、B3、B4

を設置した。また、杭によって囲まれる部分をグリッドとし、北西角に位置する杭の名称をそのグリ

ッドの名称とした。標高3．15m付近で水田跡と考えられる遺構を検出し、少量の遺物も出土した。

2区は事業予定地内のほぼ中央を南北に伸びる市道川跡165号線改良予定地のうち、北寄りの区間が

調査の対象であり、東西7mX南北51mの長方形の調査区である。基準杭の設定は、まず、調査区中

央にBラインを南北に想定し、南から5mピッチで順にBl～Bllを設定した。次に、Bラインの西

にAライン、東にCラインを2．5m間隔で平行に設定し、Bラインと同様にAl～All、Cl～Cll

を設定した。また、南西に位置する杭をグリッド名として用いている。標高3．30m前後で畝状遺構を

検出したためこの面で調査を実施し、少量の遺物も出土した。

3区はファミリーストアいしかわ店

舗新築予定地のうち、北寄りの東西40

mx南北11mの長方形の部分が調査対

象である。基準杭の設定は東西に5m

間隔で平行に北からA～Cライン、南

北に5m間隔で平行に西から1～9ラ

インを想定し、直交点にそれぞれのラ

イン名をあわせAl、B2などの基準

杭を設置し、グリッド名には北西角の

杭の名称を用いた。標高3．35m前後で

畦畔状の遺構を検出したため、この面

で精査を行ったところ、水田跡と思わ

れる区画を多数検出し、遺物も少量出

土した。

いずれの調査区も、一部グリッドの

検出面以下の精査を行い、遺構がない

ことを確認し調査を打ち切った。

4

第3図　調査区配置図1（1：2，000）
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高岡遺跡1区

欝4草　道横と道物

』　瑠匿の遺構と遺物

1区の土層の順序は上層から1褐色粘質土層（耕作土）、2暗青灰色粘質土層（耕作土）、3灰色粘

質土層、4灰色シルト層、5黒褐色粘質土層、6黄灰色粘土層（地山）、7黄灰色粘質土層、8黄灰

色粘土層である。遺構は6黄灰色粘土層（地山）上面の標高3。15m付近で検出した。出土遺物は須恵

器・土師器の小片がほとんどで、遺構検出面直上、つまり、6層・7層直上で、一部はめり込んだ状

態で出土しているものの、その他は包含層からの出土である。

水田遺構（第6回）

検出した遺構は水田遺構と考えられ、小区画を10区画確認した。これらを検出したグリッドはÅ1

グリッド東寄りから3グリッド西寄りまでの区間であり、3グリッド東寄りから4グリッドにかけて

は平坦面が広がっているが、水路などは確認していない。検出した範囲では、小区画は東西に伸びる

畦畔を軸にし線対称に存在する。よって、畦畔のみを観察すると、南北と東西のそれはほぼ直交し

「十字」状を呈している。また、畦畔断面は不整な台形状であり、裾が広がる。検出した高さは8cm

～17cmであり削平を受けている可能性もあるが、幅を勘案すると本来のものとあまり差がないと考え

られる。板や杭などで畦畔を補強した痕跡は見あたらず、地を掘り下げる作業過程で畦畔を形成した

と思われる。また、水を張るために畦畔を切った痕跡なども見つかっていない。

小区画の規模については、調査区の幅が狭く全体を検出できた区画がないため不明な点が多いが、検

出規模や出土遺物については表1に示すとおりである。小区画の底には複数の窪みが観察され、足跡な

どである可能性は否定できないが、柔らかな粘土上での検出であったため、精査には至っていない。

遺構名 検 出規模 （cm ） 出　　　　 土　　　　 遺　　　　 物

S W O l L 6 5以上×W l O8以上×H 16 覆土中か ら土師器の ご く小 片 5 点

S W O 2 L 2 5以上×W lOO以上×H l l 覆土中か ら7 1 3が出土

S W O 3 L 8 3以上×W 2 0 5×H 1 3 無 し

S W O 4 L 8 3以上×W 1 9 5×H l l 覆土中か ら土師器 ・須恵器の ご く小 片計 2 点

S W O 5 L 9 3 以上×W 18 0×H 9 無 し

S W O 6 L l 1 8以上×W 1 9 3×H 8 覆土中か ら土師器の ご く小 片 1 点

S W O 7 L 14 3 以上×W 18 8×H 1 7 覆土中か ら土師器 ・須 恵器の ご く小 片計 8 点

S W O 8 L lO O 以上×W 16 5×H 1 6 覆土中か ら土師器 ・須恵器の ご く小 片計 7 点

S W O 9 L 2 0 0 以上×W 1 5 0×H 1 3 覆土中か ら土師器 ・須恵器の小 片計 5 点

S W l O L 1 1 3以上 ×W 1 8 0 ×H 9 覆土中か ら土師器の ご く小片計 2 点

＊L（長さ）×W（上幅）×H（深さ）：深さについては取り囲む畦畔と底の平均標高の差を記載した。
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高岡遺跡1区

3グリッド東寄りから4グリッドにかけての平坦面上は、精査の結果遺構は検出していない。調査

地付近は平地であるため本来棚田であったものが削平された結果生じた平坦面である可能性はない。

おそらく、田にアプローチするための空間と考えられる。

出土遣物（第7田）

出土遺物は少なく、1区全体でビニール袋1袋分に満たない。遺物を出土する層は5黒褐色粘質土

層以上で、6黄灰色粘土層以下から出土することはなかった。出土遺物は土師器・須恵器片であり、

土師器片が大半を占める。いずれもごく小片であり、実測に耐えうるものは図に示す5点を数えるに

過ぎない。

7－且～7－3は土師器、冒一塊e冒－5は須恵器である。冒一息は平底の杯の底部片である。底面の観察

から、底部切り放しは回転糸切りによると考えられる。7－2は6層直上で出土した高台付杯の底部片

である。底面に断面三角形を呈する高台を末広がりに貼り付け、上げ底状に仕上げている。冒－3はS

W02の覆土中から出土した高台付杯の底部片である。先細りの断面を呈する高台は、底面に末広が

り気味に貼り付けられており、上げ底状を呈している。7－4e冒－5は大型嚢の胴下方部片と思われる。

ともに内面に当て具による同心円状のオサエ痕が認められるが、外面のタタキ目は、前者が平行タタ

キ目であるのに対し、後者は格子状を呈している。

＿＿＿＿＿＿車

I

l

2　　　　　　　′

ノ′／

3　　／骸

10cm

こ．∴・．、ハ

ノ′打てギー轟ご
上皇∴十∴上「一㌧、－

第7図1区出土土師器・須恵器実測図（1：3）

6層直上から出土した冒－2や5層中から出土した7－3の時期は平安時代と考えられ、その他のもの

も同時期頃の所産と思われる。調査範囲が狭く、また、出土遺物も少量かつ小片であるため明言はで

きないが、出土遺物から推測する限り、遺構の時期は平安時代と考えられる。
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1褐色粘質土（耕作土）
2時青灰色粘質土（耕作土）
3灰色粘質土
4灰色シルト

5黒褐色粘質土
6黄灰色粘土
7黄灰色粘質土
8黄灰色粘土

a黒褐色粘質土
b灰色粘質土
C灰黄褐色粘質土（撹乱）

●A’

高岡遺跡1区

A
●

第6図　高岡遺跡1区遺構配置図（1：50）

0　　　　　　　　　　　　　2m
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高岡遺跡2区

二工12牒茹骨遺構と遣物

2区の土層の層序は上層から1にぷい黄褐色粘質土層（耕作土）、2オリーブ黒色粘質土層（耕作

土）、2－オリーブ黒色粘質土層（耕作土）、3灰色砂層、4欠番、5黒褐色粘土層、6黒褐色粘土層

（地山）、7黄灰色粘土層、8黄灰色砂層、9黄灰色粘土層である。これ以下は掘削が困難であり、土

層断面の観察は行っていないが、標高1。75m付近には砂層が広がっているようである。遺構は3層掘

削中に標高3。3m～3。4m付近で畝状遺構を検出した。また、部分的に6層上面で遺構検出に努めたが、

遺構は検出できなかった。出土遺物は土師器・須恵器の小片がほとんどで、3層から6層直上まで出

土しており、6層直上からの出土が比較的多かった。

畝状遺構（第8回）

A8e B8グリッド以南で複数の畝状遺構を検出した。検出面の土が柔らかく精査には至っていな

いが、これらの畝状遺構の検出規模は上幅は10cm～40cm程度、長さ20cm～360cm程度と様々で、小規

模なものは島状を呈している。断面は不整な台形状を呈しており、裾が広がっている。これら畝状遺

構のうち、比較的長く方向が確認できるものに着目すると、概ね東北東方向と北北西方向の2方向で

あることが観察できる。また、島状に点在する小規模なものも、この2方向のものの延長線上にくる

ものが数基認められる。これらのことから、これらの畝状遺構は本来、格子状に存在していたが、後

世に何らかの影響で破壊されたものと推定できる。

6層以下の調査（第9日）

2区の6層は水田遺構を検出した1区の6層と対応すると考えられたため、上面を精査し遺構の検

出に努めた。その結果、遺物は6層上面あるいは若干めり込んだ状態で出土するものの、遺構は検出

できなかった。当初は調査区の範囲で全面6層上面まで掘り下げる予定であったが、途中で遺構が検

出できる見込みがないと判断したため、部分的な掘削にとどまっている。なお、6層上面で精査を行

ったグリッドは、A3～A8グリッドを除く仝グリッドである。

9ライン以北においては6層の掘削を行い、6層中の遺物の有無を確認したが、遺物は検出されな

かった。さらに、調査区東壁沿いに設定したサブトレンチは6層以下まで達しているがここからも遺

物は出土していないため、6層以下に遺物はないと判断した。

また、BlOグリッドの北東角を標高2。3mまで掘削し、7層以下について遺構・遺物の有無の確認に

努めたが、遺物は出土せず、遺構については観察による検出が困難であったため、サンプル土を採取

し微化石分析の結果に委ねた。

標高2。3m以下は掘削が困難であったため、ピンボールを突き刺しそれ以下の堆積土の様子をつか

もうと試みた結果、標高1。75cm付近で砂の感触が得られ、同時にわき水が吹き出した。この水に混ざ

り先の砂も流れ出たためサンプルとして採取し、鑑定したところ斐伊川の沖積作用により運搬された
註）

花崗岩の砂であることが判明した。このことから、この辺りでは標高1。75cm付近に、出雲平野の基盤

ともいえる砂層が広がっていると思われる。

註）中村唯史氏の鑑定による。
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高岡遺跡2区

12

第9図　2区調査最終状況図（1：220）
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高岡遺跡2区

1にぷい黄褐色粘質土（耕作土）

2　オリーブ黒色粘質土

2′　オリーブ黒色粘質土（暗い）

3　灰色砂

3a　灰色砂（ラミナ構造）

3b　灰色砂（粘土ブロック含む）

5　黒褐色粘土

6　黒褐色粘土（暗い）

忘灰色粘土

鹿灰色砂

巌灰色粘土

壷
型
11
埴
増田

壷
型
可
噂

十

第8匡l　高岡遺跡2区遺構配置図（1：80）
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高岡遺跡2区

出土遺物（第柑～相国）

2区の出土遺物のほとんどは土師器片であるが、その他に須恵器、陶磁器片、鉄器、木片、炭も出

土している。遺物の量は少なく全体でコンテナ1精分に満たない。これらは主に遺構を覆う3層、遺

構を形成する5層、遺構の下に堆積する6層直上からの出土であり、6層直上からの出土量が比較的

多い。

土師器（第柑且）

土師器は3層から6層直上までで出土し、6

層直上からの出土量が最も多い。磨滅した小片

がほとんどであり、実測可能なものは少なく図

に示す9点を数えるに過ぎない。且の一息～且の一首

は杯であり、且の－8◎摘一撃は皿と考えられる。

且の一且は器壁が外反気味に開口し、内外面に赤

色塗彩が施されている。9世紀後半の所産と思

われる。且の－2は底面に回転糸切り痕が残る。

その際はみ出した粘土が体部に付着したままの

雑な調整である。且の－3の器壁は内湾気味に立

ち上がる。底部の切り放し痕は風化のため不明

瞭である。息の－魂は底面外縁に高台を貼り付け

ている。且の－5は厚い底面に「ハ」字状に開く

高台を有する。且の－　e摘一首はいずれも高台を

有し、器壁は直線的に広く開口する。両者とも

＼＝∃

「二三±三二

、、て≡重責長三才′8

第10図　2区出土土肺器実測図（1：3）

11世紀頃の所産と思われる。且の－8と且の一撃は底部を強くナデつけ絞っている。前者には回転糸切り痕

が明瞭に残っている。

須恵器（第m因）

須恵器片の出土量は少なく、図化に耐えうるもの以外は嚢胴部の小片など20点程度を数えるに過ぎ

ない。凰且一息と且且－2は壷の口緑部と底部片と思われる。後者の底面には回転糸切り後ナデ調整が施さ

∈十一一」‾‾彦汐、ト
．‘′‘1

二二Il三　‥一二二二三

、←二二∃二二＝き寺

『≡≡≡±：二』

＼一二二＿二二一＝＝⊥⊥二三三；ラ9

第11図　2区出土須恵器実測図（1：3）
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高岡遺跡2区

れている。盈且一貫～且且一且且は底面外縁に低い高台が貼り付けられ、器壁の立ち上がりはやや急である。
註）

いずれも高広Ⅳ期の範噂に収まるものと考えられる。

少ない資料数ではあるが、2区から出土した須恵器は奈良時代から平安時代にかけてのものが中心

であり、古墳時代に遡るものは見受けられない。土師器についても同様で、今回の調査地の上限期を

示すものと考えられる。

二二：＿＿二

第12図　2区出土陶磁器実測図（1：3）

10cm

l l　　　　　＿」

第13図　2区出土鉄製品実測図（1：2）

18

陶磁器（第瑠2因）

陶磁器は5層以上で少量出土してお

り、図示したもの以外に小片が数点確

認されている。且2－且は備前焼の壷胴

部片である。5層から出土しており、

遺構の上限期を示すと思われる。且2－2

器種は不明であるが底部付近の破片で

ある。底部に比較し器壁は薄く、外反

気味に立ち上がっている。且2－3は輸

入磁器と思われる。灰白色に施和され、

内面の底部と体部の境付近及び高台の

付け根外側に1条の線を染め付ける。

また、底部外面には文様を画く。16世

紀後半の所産と思われる。遺構を覆う

3層から出土していることから、畝状

遺構の下限期を示す遺物と考えられ

る。盈2－射ま肥前系磁器と思われる。

灰白色の粕薬を施しており、底部内面

中央に笹状の文様を配し、同心円状に

線を巡らす染め付けが観察される。18

世紀の所産であろう。

鉄製品（第相国）

6層上面からは盈3－机こ示す小型の直刃鎌と思われる鉄製品

が1点出土している。身幅は先端に近づくに従い狭まり、使

用のために先端付近で刃部がやや磨滅する。また、柄部は身

をゆるく湾曲させている。

註）島根県教育委員会『高広遺跡発掘調査報告書一和田団地造成

工事に伴う発掘調査－』1984年



高岡遺跡3区

十　3匿の遺構と遣物

3区は2区の東10m隔てた箇所に配した調査区であるが、比較的遺構の残りがよく、調査において

より詳細なデータが得られている。

層序は上層から1灰黄褐色粘質土層、1－オリーブ黒色粘質土層（耕作土）、2オリーブ黒色粘質土

層（耕作土）、2－オリーブ黒色粘質土層（耕作土）、3灰色粘質土層他、4欠番、5黒褐色粘土層、

6黒褐色粘土層（地山）であり、2区と対応すると考えられる。標高3。2m～3。4mで5層により形成

される遺構を検出しているが、6層以下には遺構は検出できなかった。遺物については6層直上以上

で出土している。

水田遺構（第摘㈲柑閻）

検出した遺構は水田遺構と考えられ、多数の小区画と大区画の一部を検出した。

小区画は1。2mX2．0m程度の不整な長方形を呈しており、N－220－W及びN－680－Eに伸びる小

畦畔により形成されている。特徴として前者は直線的に伸びるのに対し、後者は断続的である点が指

摘できる。これは両者の交点が「鍵十字」状に形成されているためである。この構造は水流が分岐し

水利に有効であると同時に、畦畔が決壊しにくいという利点を持つ。したがって、田に水を張る際に

は、N－680－E畦畔に沿って流れたと推定できる。

他の区と異なり、検出面が比較的締まっていたため小区画の底面では精査を行った。大小の凹凸が

存在し平坦でない様子が観察できたが、足跡の検出には至っていない。

また、調査区中央の4ライン～6ライン間付近では、大畦畔1～大畦畔3による大区画も一部確認

できた。大畦畔の延びる方向は小畦畔と同様N－220－W及びN－680－Eであり、大畦畔1～大畦畔

3により形成される大区画内には、25区画以上の小区画が検出されている。大畦畔1と大畦畔2の間

隔は9。8mを測り、小区画に比べ整然と区画されている様子がうかがえる。

調査時にはその存在に気づかず掘り進んでしまったが、調査区南壁セクションを観察すると、検出

面より上位から畦畔が存在していたことが確認できた。検出面上位の畦畔には、幾層かの灰色砂層が

堆積しており、大畦畔で顕著に観察できる。この砂層にはラミナ構造が確認できることから、洪水に

よる堆積と考えられる。畦畔が築かれたのは洪水による砂層の堆積後であり、この砂層上位から5層

に至る掘削により形成されている。したがって、畦畔断面を観察する限り、区画を掘り下げた際に生

ずる掘削土を周りに盛る手法の畦畔形成を行っていない。断面形は山形あるいは台形状を呈しており、

検出面での上幅は大畦畔で約80cmで小畦畔はその半分以下である。

遺構の覆土は3C層と名付けた灰色砂である。この層は5層や質の異なる砂、あるいは不純物を含

み、ラミナ構造も認められないことから、人工的な埋土である可能性が高い。

なお、調査区の範囲では畦畔を補強する板材や杭及び水路など潅漑施設は確認されていない。

6層以下の調査（第20回）

3区と2区は配置した位置が近いため、層位はほぼ対応している。2区では6層上面で遺構は確認

できなかったが、3区は遺構の残りが良く検出できる可能性があったため、部分的に6層上面を精査

し、遺構の有無を確認した。

6層上面で遺構検出を行った箇所はAlグリッドとBlグリッド、調査区南壁と東壁沿いの約1m

19



高岡遺跡3区

幅のサブトレンチである。結果は上面で少量の遺物が出土するものの遺構は検出できなかった。さら

に下層については、調査区南東隅を採掘したが、2区と同じ層序が確認され、遺物も出土しなかった

ことから調査を打ち切っている。

20



高岡遺跡3区

0　褐色土（盛土）

1灰黄褐色粘質土（耕作土）
2′　オリーブ黒色粘質土

3a　灰色粘質土（柵砂含む）

1′ォリーブ黒色粘質土（耕作土）　3b　灰色粘質土（細砂ブロック含む）

2　オリーブ黒色粘質土（暗い）　　　3C　灰色砂（混合砂）

3d　灰色砂（紳砂、ラミナ構造）

3e　黄褐色砂（粗砂、ラミナ構造）

3f　灰色砂（中砂、ラミナ構造）

3g　黄灰色粘質土

3h　オリーブ黒色砂（中砂、ラミナ構造）

5　黒褐色粘土

6　黒褐色粘土（暗い）
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第14図　高岡遺跡3区遺構配置因（1：80）
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25・26

第15図　3区畦畔強調図（1：100）
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高岡遺跡3区

第20図　3区調査最終状況図（1：220）
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第21図　3区出土土師器・陶磁器実測図（1：3）

出土遺物（第2瑠◎22回）

3区では土師器、須恵器、陶磁器、鉄製

品、木片、炭が出土している。出土量はご

く僅かで、全部でビニール袋1袋分に満た

ない。土師器と陶磁器の割合が大きく、そ

の他は数点を数えるに過ぎない。なお、遺

物が出土する層位は6層直上以上である。

土師器◎陶磁器（第別図）

土師器で時期が推定できるものとして、

2且一息が挙げられる。底面に「ハ」字状に

開く高い高台を有し、器壁も体部に向かい

大きく開いている。6層直上から出土し平

安時代のものである。陶磁器については、

2且一射こ示す輸入品の白磁が鎌倉時代、2凰－5

の陶器が江戸時代の所産である。両者とも

遺構の埋土である3C層からの出土であるこ

とから、遺構の時期を推定するのに役立つ

資料である。

鉄製品（第22回）

鉄製品は図示した2点だけ出土した。22一息

は角錐と考えられる。刃部は断面四角形を

10cm

「一一一一一一Ill－－1

第22図　3区出土鉄製品実測図（1：2）

呈し、着柄部は

円形であるが、

端部付近で幅が

狭まり扁平にな

る。22－2は不

整形な薄い板状

の鉄製品であ

る。外縁に部分

的に刃と思われ

る痕跡が残るが

用途は不明であ

る。両者とも6

層直上で出土し

ている。



第　番　盛岡道路にお縛る花粉お蕊びダラン　⑳オブ輌節分噺
渡辺正　巳（文化財調査コンサルタント）

はじめに

高岡遺跡は島根県中部、出雲平野の中央部に位置する。出雲平野は中国山地を源流に持つ斐伊川に

よる沖積平野である。斐伊川は出雲平野を北流し北山山地（島根半島）にぶつかり流路を東に変え宍

道湖に注ぐ。しかし近世以前には、西流し出雲市西都城に存在した「神門氷海」を経て日本海に注い

でいたことが判っている。

今回の調査地点は現在の斐伊川よりおよそ1。7km

離れた地点であり、斐伊川西流時には、斐伊川か

らさらに近い地点であったと推定される。また、

分析試料は斐伊川西流時の堆積物である。

また本報告は、高岡遺跡1区、2区の発掘調査

に伴い出雲市教育委員会が川崎地質株式会社に委

託して実施した分析調査をまとめ直したものであ

る。

試料につ齢で

分析試料は図1に示す2地点で、出雲市教育委

員会（1区）および川崎地質株式会社（2区）に

より採取された。各地点の柱状図および層名、推

定堆積時期を図2、3の柱状図に示す。ただし3

層は、L　2区で同じ層名になっているが連続性

が認められず、堆積時期が異なる可能性がある。

分析方法⑳結果

」　　　　－

図1調査区配置（試料採取地点）

花粉分析処理は渡辺（1995）の方法により、プラントオパール分析処理は藤原（1976）のグラス

ビーズ法により実施された。

観察・同定は、光学顕微鏡により通常400倍で、必要に応じ600倍あるいは1000倍を用いて行われた。

花粉分析では原則的に木本花粉総数が200個体以上になるまで同定を行い言司時に検出される草本e

胞子化石の同定も行われた。プラントeオパール分析では、グラスビーズが400個体以上になるまで

検鏡が行われた。

花粉分析結果を図2、3に示す。花粉ダイアグラムでは、検出された種類毎に、木本花粉総数を基

数とした百分率で示した。さらに、検出された針葉樹花粉、広葉樹花粉、草本花粉、胞子の割合を累

積百分率で示した。また、検出木本花粉総数が極めて少ない2区試料No7～12では、検出できた種類

を「＊」で示した。

プラントeオパール分析結果を図4、5に示す。プラントeオパールダイアグラムでは、1gあた

りの含有数に換算した数を検出された種類毎に示した。1区の4試料、2区試料No上　2ではタケ亜
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科の細分が行われていたかった。一方2区試料No3～12ではタケ亜科の細分が行われていたことから、

データの統一をはかるために2区試料No3～12ではタケ亜科合計と細分した結果の両方を示した。

花粉骨帯

花粉組成の特徴、および各層の対比から、以下のように地域花粉帯を設定した。以下に各花粉帯の

特徴を示す。本文中では花粉組成の変遷を明らかにするために、下位から上位に向けて記載し、試料

Noも下位から上位に向かって記した。

（1）Ⅲ帯（1区試料No4、2区試料No6）

マツ属（複維管束亜属）、スギ属が卓越するほか、アカガシ亜属、コナラ亜属が他の種類に比べ高

率で出現する。

（2）I帯（1区試料No3～上　2区試料No5～1）

マツ属（複維管束亜属）が卓越し、他に高率を示す種類はない。

既知の資料藍の臆較

高岡遺跡南西方向に位置する小山遺跡では、およそ5000年前頃以降の花粉組成変遷が、断続的にで

はあるが得られている（渡辺e遠藤，1998）。また南部の藤ケ森南遺跡では弥生時代以降の花粉組成

変遷が得られている（渡辺，1999）。高岡遺跡の花粉組成変遷と両遺跡で得られた花粉組成変遷はよ

く一致する。

詳細に検討すると、高岡遺跡では出土遺物からⅡ帯が奈良時代～平安時代の植生を示していると考

えられるのに対し、両遺跡で対応する地域花粉帯は出土遺物や大西（1993）との対比から奈良時代頃

までの植生を示していると考えられていた。したがって、出雲平野周辺ではスギ花粉出現率の高い時

期が平安時代頃までは続いていた可能性が指摘できる。やや後代になるが中世（鎌倉時代後半）には

出雲守護である塩冶氏が現出雲市塩冶町に居館を築き（藤岡，1980）、周辺地域の開発を行ったと考

えられている。中世における塩冶氏の街づくりのためにスギの伐採が行われたことが、I帯とⅡ帯の

間でのスギ属花粉の激減の原因の一つであると考えられる。

薗埴生変遷

ここでは、花粉分帯に対応する時期毎に、花粉分析結果および植物珪酸体分析より遺跡周辺の古植

生を推定する。

（1）Ⅱ帯期前（奈良～平安時代以前、弥生時代以降？）

花粉化石の含有量が少なく、相対的に胞子化石が卓越する。また、微少な炭状植物片が多量に含ま

れるなど、上位の上　Ⅱ帯と堆積状況が異なった可能性が高い。斐伊川の氾濫に伴い堆積したと考え

られるが、自然堤防や河原では「火入れ」が行われた可能性もある。植物珪酸体では、タケ亜科に分

類されるササ類起源のものの検出量が多く、自然堤防や河原にはササ類が茂っていた可能性がある。

一方、イネ起源の植物珪酸体も僅かではあるが検出され、遺跡近辺で稲作が行われていたことが判る。

また稲作が行われていたことから、本層準（9～7層）は弥生時代以降に堆積した可能性が指摘でき

る。さらに試料No7、9からほクスノキ科の植物珪酸体が検出される。流れ込んだものと考えられ、

調査地近くあるいは斐伊川流域にクスノキ科の樹木が生育していたことが解る。
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（2）Ⅲ帯期（奈良～平安時代頃まで）

イネ科（40ミクロン以上）の出現率が高いこと、イネの植物珪酸体が多量に検出される事から、遺跡

内および周辺には水田が広がっていたと考えられる。一方で草本花粉の種類も量も上位のI帯期に比

べて多く、イネを除くイネ科の植物珪酸体も多量に検出される。この傾向は、I帯下部の2区3、5

層でも顕著に認められる。水田内、あるいは周辺の管理がI帯上部の1区1～3層、2区1～2’層

が耕作土として使われていた時期に比べ劣っていたと考えられる。つまり、イネ科、オモダカ属、セ

リ科やキカシグサ科の雑草が水田内に、ヨモギ類やアブラナ科の雑草が畦などに生育していたと考え

られる。

一方、得られた木本花粉の多くは中国山地や島根半島に由来すると考えられる。植生帯の垂直分布

や現生植物の生態から考えると、シイ類、カシ類を主要素とする照葉樹林が中国山地低所および島根

半島に分布していたと考えられる。一方で、人間の活動城に近い地域では二次林化が進み、アカマツ、

ナラ類やシデ類を要素とする雑木林が分布していたと考えられる。また、山地縁辺部の谷筋や、扇状

地の奥部にはスギ林が分布していたと考えられる。その他、モミ、ツガ、コウヤマキは中国山地高所

に温帯針葉樹林を形成し、脊梁部にはブナ林が分布していたと考えられる。

（3）I帯期（室町時代頃以降）

前述のようにI帯が塩冶氏による出雲市内の開発以降の植生を示すと考えると、I帯期は室町時代

頃以降を示すことになる。

前時期同様に、遺跡内から周辺には水田が広がっていたと考えられる。また前述のように、I帯上

部が耕作土として使われていた時期には、それ以前に比べ管理が徹底していた可能性も指摘できる。

前述のように出雲市内の開発に伴いスギが伐採されたと考えられるが、山地縁辺部にはスギ林が若

干残存していたと考えられる。また中国山地縁辺部および島根半島では二次林化がいっそう進み、ア

カマツ林やナラ類、シデ類を要素とする雑木林が広がったと考えられる。一方で、スギ林同様照葉樹

林も山地縁辺部にわずかに残存していたと考えられる。また、中国山地高所の温帯針葉樹林、脊梁部

のブナ林も残っていたことは明らかである。

まとめ

花粉分析を実施した結果、以下のことが明らかになった。

（1）花粉分析結果から、本地域の花粉化石群集をI、Ⅱ帯の2花粉帯に分帯できた。

（2）奈良時代から平安時代以降の遺跡周辺から中国山地にかけての古植生変遷を推定した。
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第嫡　出雲市南開遺跡から得ら甑た珪藻遺骸群集に基づ駕薗魔境の推察
大塚泰介（島根大学汽水域研究センター）

はじめに

出雲市の高岡遺跡より得られた珪藻遺骸群集、および珪藻遺骸群集から推察される古環境について

報告する。

高岡遺跡は、出雲平野北東部の微高地付近に位置する。かつて、出雲平野で西流し、日本海に注い

でいた斐伊川により形成された旧自然堤防の後背湿地上の遺跡と考えられ、北には稲同遺跡を望む。

今回の調査対象となった高岡2区は、東西6mX南北50mの長方形の調査区である。表土から70cm掘

削した標高3。2m付近から、畔状遺跡が多数検出されており、水田または畑の跡であったことが推察

される。

試料および方法

表土より下方に向けて、約15cmごとに計12本の試料を採集した。試料採集は、発掘によって生じた

垂直の壁面に、直径5cm、長さ5cmの真鈷パイプを打ち込む方法で行われた。この試料は㈱川崎地質

によって花粉分析用に採集されたものである。土器の出土状況などから、6層（試料6）が奈良～平

安時代に堆積したと推定される。

約2C汀デの試料を100肌ゼビーカーにとり、まず1N塩酸を1001舶加えて言弗騰寸前までホットプレート

上で加熱した。加熱終了後、試料を超音波洗浄器で30秒ほど処理して試料を分散させ、蒸留水を加え

て12時間静値後、上清をピペットで捨てた。次に10％過酸化水素水を約6011戒加え、ホットプレート上

で酸素の泡がさかんに出る程度に加熱し、約1時間保持した。加熱終了後、蒸留水を加えて6時間以

上の静置沈殿後、上清を除く洗浄作業を5回繰り返した。最後に砂礫を除去して、洗浄試料を得た。

それぞれの洗浄試料を約401融の蒸留水中に懸濁し、そのうち50直をブルーラックスで封入して、

永久プレパラートを作成した。永久プレパラートに含まれる珪藻遺骸を、総合倍率400倍で顕微鏡観

察し、殻の中心を含むものと含まないものに分けて記録した。400倍で同定不可能なものは1，000倍で

同定した。溶解や破損が著しく同定不可能な遺骸については、殻の中心を含むもののみ、その数を記

録した。視野幅0。5mmでの走査を1mmおきに行うことで、永久プレパラートに含まれる珪藻のほぼ半

数を計数した。ただし殻の中心を含む同定可能な珪藻が200殻を越えた場合には、その時点で計数を

打ち切った。

結　果

各試料の計数結果を表に示す。

1層は、多くの珪藻殻を含んでいた。優占種は戯朋ma朋棚CaPiaaVare朋顔ficaKrasske（＝厨。

棚C癖aaVar。腰細Cゐ扇aaG相nOW？）で、その相対頻度は20％であった。他に、摺aco朋eねび融けaa

（如rup）のbtsⅥkaetF痴ita　鼎aCO朋eゐ軸彿e郡元（Gregory）Cox，ぷeガ画の柑ダ呼びゴ∂（監這tzing）Mereschkowsky

などの相対頻度が高かった。

2層から5層までに含まれた珪藻殻は少なく、また溶解されて厚い部分だけが残った殻の割合が多

かった。同定可能な珪藻殻は、下方の試料ほど多かった。5層に含まれていた同定可能な珪藻のうち、
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表　珪藻遺骸の計数結果．殻の中心が残っているもの（P）と残っていないもの（A）に分けて計数した．また，殻の中心が残っているものにつ
いては，溶解や破壊によって同定不可能なものも計数した．一は計数しなかったことを示す．

Layer

Sample

PrecenceorAbsenceofValveCenter

．4C／7机〃1J／7ビ∫（リ一ビmJ／仇旭

4C短期血血軌毎祓皿

．41叩／70r（JC0／フ乙1／α如

月re椚由がC Wα毎7

Cαわ〃ef∫あdC71短椚

Cα0紹e相即Jc〟αVar．grα習Cと才紬b

Cocco〃eば〆αCe〃紬αVar／間eα細＊

Cr励C〟／αC叫画ゐ血

qノ研あellαα平erα

qノ椚あe打の甑画流血

q椚毎短軸椚ゐ

qノ椚毎侮細管〆ゐ／αⅤ肝．細管′ゐ／α

Cy凱旋批接叫か九南var．乃如フ0〃fcα

助がO椚α相反αre

gJ7り，077帥7（川7Jr71血JH

仇胱面埠肌酬軍血

毎面施面の加かゐvar．Wの細川相即繭

斤αg／／αJイα／Jl／ビ用7ed厄
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時間e肋C偵鬱血∂監前zing，¢柑彿CぴaCび癖daa K前zing）Ⅲ。G．Mann，鞠e加地∂（Nitzsch）myenbeygの

割合が高かった。また、血融誠aSpp。のものと思われる溶解された殻が多く含まれていた。

6層に含まれていた珪藻はごく僅かだったが、それ以下では下方の試料ほど多くの珪藻を含む傾向

が見られた。7層から9層、すなわち奈良～平安時代以前に堆積したと思われる層に共通して含まれ

ていたのは、Ad朋朋娩eぶC托罰融∂紐Grunow，¢bcco朋eゐpaCe戯けaVar。肋ea紐（Ehrenbeyg）VanHeurck，風

舶甑の3種であった。この3種の相対頻度は7層から9層までの全試料で高かった。嘩儲血粛狛加彿ゐ

（翫血isson）Grunow，舶感mね私感ゐvar．血加e血（Hustedt）の2種は、7層中部から9層までの各試料

（試料8～12）に共通に、かつ比較的多く含まれていた。

考　察

この場所は発掘前まで水田であった。従って、地表近くの1層に含まれる珪藻は、大部分が水田に

生育していたものと考えられる。1層で優占種だった殿乱血増血舶Vare均画由と同種と思われるもの

が、奈良（Nego釈）＆∴摘igashimo1986）、大阪（のhtsuka＆F噺血投稿中）の水田から見出されている。

また、厨。相月がび晦脛軸血e郡元タぶ．p呼びaは、いずれも日本の水田にごく普通の種である（小林1950，

根来1954，金網1957言958，1960言961，Negoro＆Higashimo1986，森1999，のhもSⅥka＆折頑血投稿中）。

植物珪酸体や花粉の分析結果から、この場所は5層が堆積した当時にも水田だったと考えられるが、

珪藻の分析結果もこれを支持する。5層に多く含まれていた甜言胱癖挽融は、日本の水田にごく普通

である（小林1950，根来1954，金網1957，1960，1961，Negoro＆H癖Shino1986，森1999，のhtsⅥka＆

Fもjita投稿中）。本種は河川や湖沼にも生息するが、一般に堆積物表生であり（Krammer＆Lange一

迅e珪alot1986上乾燥に対して耐性をもつ（Schmid1979）ことから、水田のような環境に特に適応し

ていると考えられる。時日m甲奴融についても、水田から2例の報告があり（小林1950，金網1957）、

他にも止水域からの報告が多い（Kobayasi＆Ando1977，Watanabe1990，Shiomo＆∬0ydan1995）。

筆者らは大阪の水田において、生きた珪藻群集の細胞数および種組成が季節変動するに伴って、珪

藻遺骸の殻数および種組成も良く似た変動を示すことを観察した（大塚e藤田未発表）。この観察結

果および本研究の結果から、現代の水田における珪藻殻の分解速度が大きいことが推察される。一方、

森（1996，1999）の報告を見る限り、弥生および古墳時代の水田遺跡から同定可能な珪藻殻を十分に

得られることは少なくないようである。以上から、珪藻遺骸の分解は、古い時代の水田の方が、近代

の水田よりも進みにくかった事が推察される。この推察に従えば、2層から5層にかけて、年代の新

しい上方の試料ほど同定可能な珪藻殻の数が少なかったことが説明できる。ただしその一般性および

原因については、今後、十分に検討する必要がある。

7層から9層、すなわち奈良～平安時代以前に堆積したと思われる層に多く出現した5種の珪藻の

うち、C。PaCe朋びaVar。血e晦ぶ。血∂および¢言加地は、いずれも水質汚濁が著しくない河川言胡沼

にごく普通の種である。このうち¢4娩和銅血庖var．短eaaは、止水よりも河川に多く出現し（小林

1995）、水生植物上に特に多い（大塚1998）。A詫躇創痕血は熱帯に多く分布する種（Hustedも1937－1939，

津村e岩橋1955）で、河川上流部からの報告が多い（Husは「鋸7－1鋸9，渡辺1957，辻1995）。且。

撒け存caV甜言加併用彿鮎の生息環境は明らかでないが、日本では釧路湿原からの報告があり（Togashi＆

Ichimura1997）、近縁種には陸生および汽水怪のものが多い（軌Stedt196Ⅲ966，Krammeで＆Lange－
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Bertalot1986）。低平地において、以上の種が共存する環境条件を考える事は難しい。また、7層と9

層は粘土の試料であるにもかかわらず、堆積物表生の種が少ない。したがって、7層から9層に含ま

れていた珪藻遺骸の大部分は、他生的、すなわちこの場所以外で生育していたと考えられる。

7層から9層より出土する珪藻遺骸の大部分は、斐伊川の氾濫によってもたらされたと私は考える。

仁画協調餌ぬⅤ紺。肋ea舞　ぶ。血∂およびC gび相通は、いずれも現在の斐伊川中流域に普通である（日下

部1973，大塚未発表）。A読雅親娩融は河口域でも発見されることがある（山川19舛）が、これは他の

河川珪藻に比べて殻が厚く、遺骸が残りやすいためと考えられる。一方、且．相通caVar．血e謂罰edaなど

数種については、湿地の堆積物表生藻あるいは気生藻として、氾濫原に生育していた可能性がある。

6層から9層までの間では、下層ほど珪藻遺骸を多く含む傾向が見られた。これは、時代が新しく

なるにつれて河川との標高差が大きくなり、洪水によって珪藻殻がもたらされることが少なくなった

ためと考えられる。

まとめ

出雲市の高岡遺跡より得られた珪藻遺骸群集をもとに、堆積当時の環境を推察した。植物珪酸体お

よび花粉の分析結果によれば、この場所は奈良～平安時代以降、水田であった可能性が高いが、珪藻

分析の結果もこれを支持する。それ以前の層からは多くの河川珪藻が見出されており、氾濫原だった

可能性が示唆された。また6層以下では、下方ほど多くの珪藻を含む傾向があったことから、古い時

代ほど洪水によって珪藻殻がもたらされる頻度が高かったことが推察された。
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葦7章　手工廿－

今回の調査では、出土遣物が少なく遺構の検出状況も良好ではない。したがって、各調査区単位で

はデータが少なく言及できなかったことが多々あったため、調査結果全体を見渡し、かつ、微化石分

析結果もふまえ、下記の項目に沿って所見を述べまとめとしたい。

遺跡の時期⑳性格につ齢ぞ

今回の調査全般にわたり古墳時代以前の遺物は出土しないため、遺跡の出現期は早くても奈良時代

と考えられる。また、平安時代と中e近世のものが相対的に多く出土しており、中でも平安時代のも

のが高い割合を占めることから、調査地付近は平安時代に中核期を迎え、中e近世に至るまで人々の

生活に利用されていたことが考えられる。

検出された水田跡は、その位置関係から稲同遺跡に付随するものと考えられる。つまり、調査地付

近は、稲同遺跡に集落を営む人々の生産の場として利用されていたものと思われる。

出二宝エゴニ雲富に「阜て

今回の調査で出土した土器片は、いずれも小片で磨滅も著しいものが多かった。この残存状態から

これらは水田域に持ち込まれたものとは考えにくい。2区の調査においては、調査区北寄りでの出土

量が多く、南に向かうに従って減少する傾向にある。羊らに、調査区東壁端面を観察しても、北端と

南端では約20cmの標高差が認められ、南に向かうにつれて標高が下がっている。よって、今回の調査

で少量ながら出土した遺物は、稲同遺跡からの流れ込みによるものと推定できる。

敵葦連接について

今回の調査では、1区と3区で水田遺構、2区で畝状遺構を検出している。調査区があまり離れて

いないにも関わらず、一見、2区は異なったものにも受け取れる。しかし、検出した畝状遺構は、そ

の伸びる方向が3区の畦畔方向と合致することから、本来水田跡であったものが破壊され現在の形状

になったと判断できる。破壊の原因としては、2区の真上に通じていた舗装が施されていない道路の

影響を受けたと考えられる。

水田遺構の時期区分につ齢ぞ

今回検出した水田遺構の時期は二期に分けられよう。つまり、1区検出のものを第一期、2区及び

3区検出のものを第二期とすることができる。第一期は平安時代を中核期とし6層に掘り込まれてお

り、第二期は中・近世に5層に築かれている。この時期設定については検出面上面で出土する土器片

をもとに行っているが、1区出土の土器はごく小片であり時期が明確でないため、2区と3区の6層

上面で出土する土器から推定している。6層は標高及び土質を考慮し、調査区付近一帯に堆積してい

ると考えて良いと思われる。なお、第二期については微化石分析の結果、室町時代以降の可能性が高

い。

水田の継続性につ齢ぞ

3区の畦畔断面の観察では上部で砂のラミナ構造が確認できた。これは斐伊川の氾濫による洪水が

あったことを示唆するもので、調査地付近が後背低地であるという位置環境とも合致する。第一期と

第二期では時間的な隔たりがあるが、水田を管理していた集団、おそらく稲同遺跡に集落を構えてい
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た人々は、幾たびか洪水の被害を受けながらも継続的に営んでいたのではないかと思われる。

稲同遺跡の消長は調査地付近と合致することが予想されるため、水田の継続性については、稲同遺

跡の消長の検討を重ねることである程度把握できると考えられる。

連覇揖計1宰墨打二一＿‾－．、「

出雲平野に多数の集落が出現する時期は弥生時代中期であるが、調査地付近は前述のとおり、早く

ても奈良時代であり時期差がある。微化石分析の結果と出土した上限遺物を勘案すると、7～9層は

弥生時代から古墳時代の間に堆積したと推定できるが、同層からほ遺構、遺物が検出できない。これ

はこの時期にはまだ土地が安定せず人が住める環境でなかったためと考えられる。

斐伊川の営力によって氾濫原が形成される過程で、調査地付近が洪水の影響をたやすく受けないよ

うな比較的安定した微高地に成長するのは、出雲平野の他所より遅かったと推定され、遺跡の出現期

も遅れたと考えられる。
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蓋　器　観　察　喪

挿図番号 器　 種 出土地点 法量（clll） 形態 ・文様の特徴 手法の特徴 ①胎土　 ②焼成　 ③色調（地） 備　　 考

7－1 土 師器 1区 底径　 7．3 平底。 底部 ①密 反転復元。

杯 A ラインサブトレ 外面 ：回転糸切り

内面 ：回転ナデ

②普通

③にぷい黄橙色

7－2 土 師器 1区 高台径 6．8 底面に 「ハ」字状に開く高台を貼り付け、 底部 ①0．5 nlnl以下の砂粒を含む 反転復元。

杯 A 4G r 上げ底状に仕上げる。高台は先細 りの断 外面 ：ナデ ②普通

6層上面 面を呈する。 内面 ：回転ナデ ③灰黄色

7－3 土 師器 1区 高台径 6．0 底面に 「ハ」字状に開く高台を貼り付け、 底部 ①砂粒をあまり含まず密 反転復元。

杯 SW O2 上げ底状に仕上げる。高台は先細 りの断 外面 ：不明 ②普通

面を呈する。 内面 ：ナデ ③にぷい橙色

7－4 須恵器 1区 不　 明 外面に平行タタキ目、内面に同心円状の 胴部 ① 1．5 1Ⅷm以下の砂粒を含むが密

賓？ A 4G r

5 層

オサエ痕有り。 外面 ：タタキ （叩き板）

内面 ：オサエ （当て具）

②良

③灰色

7－5 須恵器 1区 不　 明 外面に格子状のタタキ目、内面に同心円 胴部 ①まれに 5 mm大の礫を含むが密

婆 ？ A 4G l・

6層上面

状のオサエ痕有り。 外面 ：タタキ （叩き板）

内面 ：オサエ （当て具）

②良

③灰色

10－1 土 師器 2区 口径 10．7 器壁は底部から口縁部にかけて外反気味 休部 ① 1 mm以下の砂粒を含む 反転復元。

杯 11ラインサブトレ 底径　 5．0 に開口する。休部内外面に赤色塗彩を施 内外面 ：回転ナデ ②良

6層上面 （推定） す。 9 世紀？ ③にぷい橙色

10－2 土師器 2区 底径　 6．4 平底。底部を強くナデつけ若干絞る。 休部 ① まれに0．5nlm 大の砂粒を含む 反転復元。

杯 B lOG r

5層

内外面 ：回転ナデ

底部

外面 ：回転糸切り

内面 ：ナデ

が密

②普通

③灰黄色

10－3 土師器 2区 底径　 7．0 平底。器壁は底部から体部に向けて若干 休部 ① 1 nlm以下の砂粒を含む 反転復元。

杯 B lO G 1－

5層

内湾気味に立ち上がる。 内外面 ：回転ナデ？

底部

内外面 ：不明

②やや不良

③橙色

10－4 土師器 2区 高台径6．9 底面外縁に雑な作りの高台を貼り付ける。 休部 ① 0．5mm 以下の砂粒を含む 反転復元。

士不 A 9G r

5 層

内外面 ：ナデ

底部

外面 ：ナデ消し？

内面 ：ナデ

②やや不良

③灰黄色

10－5 土師器 2区 高台径 5．6 底面外縁に 「ハ」字状に開く高台が付く。 底部 （D砂粒をあまり含まず密 反転復元。

杯 A 9G r

5層

内外面 ：ナデ ②普通

③浅黄色

10－6 土師器 2区 高台径 5．2 器壁は底部から休部にかけて直線的に開 休部 ① 2 mlll以下 の砂粒をやや多く含 反転複元。

杯 B lO G r 口する。底面外縁に 「ハ」字状に開く高 内外面 ：回転ナデ む

6 層上面 台を貼 り付ける。 11世紀？ 底部

外面 ：ナデ消し？

内面 ：ナデ

②普通

③にぷい黄橙色

10－7 土師器 2 区 高台径7．6 底面外縁やや内寄 りに 「ハ」字状に開く 休部 ① 1 nlnl以下の砂粒を含む

杯 A 2 G r

6 層 上面

高台を貼り付ける。11世紀？ 内外面 ：回転ナデ

底部

内外面 ：ナデ

②普通

③灰白色

1 0－8 土師器 2区 底径　 5．0 平底。底部を強くナデつけ絞る。 休部 ①まれに 3 nlnl大の礫を含むが密 反転復元。

皿 A lO G r

5層

内外面 ：回転ナデ

底部

外面 ：回転糸切 り

内面 ：ナデ

②普通

③灰黄色

1 0－9 土師器 2 区 底径 4．5 平底。底部を強くナデつけ若干絞る。 休部 （∋まれに 3 nlnl大の礫を含むが密 反転復元。

皿 A 6 G r

5 層

内外面 ：回転ナデ？

底部

外面 ：ナデ消 し？

内面 ：不明

②やや不良

③にぷい黄色

1 1…1 須恵器 2 区 口径 1 1．3 器壁は頚部から大きく外反した後に口縁 口縁部 ① 0．5m 以下の砂粒を含むが密 反転復元。

壷 A 9 G r

5 層

端部付近で屈曲を変え開口する。 内外面 ：回転ナデ ②良

③灰色
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挿 図番号 器　 種 出土地点 法量 （cm ） 形態 ・文様の特徴 手法 の特徴 ①胎土　 ②焼成　 ③色調 （地） 備　　 考

1 1－2 須恵器 2 区 底径　 5 ．6 平底。器壁は底部か ら体部 に向けて内湾 体部 ① 1 mnl以下の砂粒 を含む 反転復元 。

壷or杯 A 6G r

3層

して立 ち上が る。底面外縁 に稜 をなす。 内外面 ：回転 ナデ

底部

外面 ：回転糸切 り後 ナデ

内面 ：回転 ナデ

②普通

③灰白色

1 1－3 須恵器 2 区 底径 3 6．0 平底。底面外縁 に稜 をなす。 休部 ①0．5mnl以下の砂粒 を含む 反転復 元。

杯 A 4G r

3層

内外面 ：回転 ナデ

底部

外 面 ：回転糸切 り

内面 ：回転ナデ

②普通

（ラ灰 白色

11－4 須恵器 2 区 不　 明 底 面外縁に 「ハ」字状 に開 く貼 り付 け高 底部 ① 1 nlm以下の砂粒 を含 む 反転復元。

杯 B 5G r

5層

台を有 したと思 われる。 外面 ：ナデ

内面 ：回転ナデ

外面 ：パケ

内面 ：ケズ リ

②やや不 良

③灰色

11－5 須恵器 2 区 底径 10 ．0 平底。 休部 （∋緻密 反転復元。

杯 A 7G r

3 層

内外面 ：回転ナデ

底部

外面 ：回転糸切 り後ナデ

内面 ：ナデ

②不 良

③灰 白色

11－6 須恵器 2 区 不　 明 底面外縁 に貼 り付 け高台が剥離 した痕跡 底部 ①緻密 反転復元。

杯 8 ～10 G r

3 層

有 り。 外面 ：回転ナデ

内面 ：ナデ

② 良

③灰色

11－ 7 須恵器 2 区 高台径 9．4 底面外縁に高台を貼 り付 ける。高広Ⅳ期 ？ 底部 ① 2 mm 以下の砂粒 をやや多 く 反転復元。

土不 B lOG r

6 層上面

外面 ：ナデ消 し ？

内面 ：ナデ

含む

② 普通　 ③ 灰色

1 1－8 須 恵器 2 区 高台径 8 ．6 底面外縁やや内寄 りに高台を貼 り付ける。 休部 ①0 ．5m 以下の砂粒 を含む 反転復 元。

杯 A lO G r 高台端面 に凹線状の筋有 り。器壁の立 ち 内外面 ：回転 ナデ ② やや良

6層上面 上が りは急であ る。高広 Ⅳ期。 底部

外面 ：不 明

内面 ：ナデ

③灰色

1 1－9 須恵器 2 区 高台径 8 ．6 底面外縁やや内寄 りに高台を貼 り付ける。 底部 ① 4 nml以下 の砂礫 をやや多 く含 反転復元。

杯 A 2G r

5層

高広 Ⅳ期。 外面 ：回転 糸切 り後ナデ

内面 ：ナデ

む

②良

③灰色

11－ 10 須恵器 2 区 高台径 8 ．2 底面外 縁に高台 を貼 り付 ける。器壁 は底 休部 （カ1．5mm以下の砂粒 を含む 反転復元。

杯 A lOG r （推定） 部か ら休部 にかけて直線的に立ち上がる。 内外面 ：回転 ナデ ②やや良

6層上面 高広 ⅣB 期。 底部

外 面 ：回転糸切 り

内面 ：ナデ

③灰色

11－ 11 須恵器 2 区 高台径 9 ．8 底面外縁 に高台 を貼 り付 ける。器壁 は底 体部 ① まれ に4 nⅥl大の輝 を含 む 反転復元。

杯 B 6G r 部か ら休部 に向かい直線的に立 ち上がる。 内外 面 ：回転ナデ ②普通

5層 高広 ⅣB 期。 ③灰色

12－1 陶　 器 2 区 不　 明 器壁 は下方 でややす ぼまる。 胴部 ① まれ に 5 m 大の礫 を含 む 備前焼。

一こことご二亜 A 4G r

5層

内外面 ：回転ナデ ②やや 良

③ にぷ い橙色

反転復元。

12－2 陶　 器 2 区 不　 明 平底 。底部 は厚 く、器壁 は薄い。 胴部 ①1 ．5mHl以下 の砂粒 を少 し含 む 備前焼 ？

壷 ？ A 5G l・

3 層

外面 ：不明

内面 ：回転ナデ

底部

外面 ：不明

内面 ：回転ナデ

② やや良

③灰色

12 －3 磁　 器 2 区 高台径 7．6 底面 に削 り出 し高台 を有す る。内面、高 休部 （∋緻密 輸 入品。

ⅢL A 5 G r 台の付 け根外 側、底部外面 に染め付け有 内外面 ：施粕 ② 良 反転復元 。

3層 り。 底面

内外面 ：施粕

③ 粕 ：灰白色

地 ：灰白色

12 －4 磁　 器 2区 高 台径 7．8 底面 に削 り出 し高台 を有 する。内面 に染 休部 ① 緻密 肥前 系。

皿 表土 め付け有 り。 内外面 ：施軸

底部

外面 ：一部施粕

内面 ：施粕

② 良

③ 粕 ：灰白色

地 ：灰白色

反転復元 。
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挿図番号 器　 種 出土地点 法量 （cm ） 形態 ・文様の特徴 手法の特徴 ①胎土　 ②焼成　 ③色調 （地） 備　　 考

2 1…1 土 師器 3 区 高台径 8．7 底面外縁 に 「ハ」字状 に開 く高台 を貼 り 休部 （去2 mm 以下の砂粒 を含む 反転復 元。

士不 A 2 G r

6 層上面

付ける。11世紀？ 内外面 ：回転 ナデ

底部

内外面 ：ナデ

（診普通

（彰にぷい黄橙色

21 －2 土 師器 3 区 口径 10 ．9 平底。器壁 は休部 中ほ どで屈 曲を変え開 口縁部 ・体部 （去0 ．5 王11nl以下の砂粒 を含むが密 反転復元。

血 A IG r 底径　 6．7 口する。 内外面 ：回転ナデ ② 普通 内面 に煤 が付 着

5 層 器高　 1．9 底部

外面 ：不明

内面 ：回転ナデ

③ にぷい黄橙 色 す る。

2 1…3 土師器 3 区 底径　 4 ．0 平底 。底 面外縁 に稜 をなす。 底部 ①0 ．5mm以下 の砂粒 を含む 反転復元。

皿 A IG r

3C層

外面 ：回転糸切 り

内面 ：回転ナデ

（∋普通

③ にぷい黄色

2 1－4 磁　 器 3 区 口径 10．0 器壁は底 部か ら口縁部にかけて湾曲 し開 口縁部 ・休部 （》緻密 輸入 白磁。

m L A 6G r 底径　 4．0 口する。内面に文様有 り。12世紀末 ～13 内外面 ：施紬 ② 良 反転復元。

3C層 器高　 2．0 世紀。 底部

外面 ：粕 を掻 き取る

内面 ：施粕

③粕 ：灰 白色

地 ：灰 白色

2 1－5 陶　 器 3 区 底径 12 ．4 底 面に貼 り付 け高 台を有す る。高 台の畳 休部 ・底部 ① 2 mm以下 の砂粒 を含む 反転復元。

措鉢 A 5G r 付 の外側 に面取 を施す。 1 単位 7 条以上 外面 ：ナデ （∋普通

3C層 の深 い条練 を内面に施す。 （彰浅黄橙色

2 1－6 陶　 器 3 区 底径 14．5 器 壁は底部か ら大 きく開 く。高台 の付 く 休部 ・底部 ①緻密 反転復元。

皿 B 5G r

3C層

可 能性有 り。18 世紀 。 外面 ：灰粕

内面 ：施粕

② 良

③粕 ：灰 白色　 地 ：灰 白色

級 製
ロ
ロロ 観

挿図番号 器　 種 出土地点 遣存状態 材　 質 長さ（cnl） 幅 （cm） 厚さ（cnl） 重量 （g ） 備　　　　 考

13－1 直刃鎌 2区

A 8G r

6層上面

一部欠 鉄 7．3 0 ．8 、1．7 0 ．2 9 身巾は先端に近づくに従って狭まる。先端 付近で刃部が

磨滅している。柄部は身をゆるく湾曲させる。

2 2－1 角錐 3区

A IG r

6層上面

ほぼ完 鉄？ 1 5．6 0 ．2 ～0．8
－ 18 先端を欠き、断面は4 角形を呈する。着柄 部は断面円形を

呈するが、端部付 近で扁平になる。

2 2－2 不明 3区

A IG r

6層上面

一・・・一部欠 鉄 1 3．9 6 ．9 0 ．2 5 6 不整形な鉄板 。外縁に部分 的に刃と思われる箇所有り。
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爾翼図版



高岡遺跡調査区全景（上から）



高岡遺跡1区全景（上から）



高岡遺跡2区全景（上から）



高岡遺跡3区全景（上から）



21区調査風景（南東から）



11区遺構検出状況（東から）

21区完掘状況（東から）



11区遺構検出状況：SWO3付近（北から）

21区遺構完掘状況：SWO3付近（北から）



21区遺構完掘状況：SWlO付近（北から）


